
三

専
攻
学
科
目　

文
化
人
類
学

生　

年　

月　

昭
和
二
六
年　

六
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
九
年　

三
月 

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
卒
業

同　

五
一
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
一
年
一
〇
月 
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員

同　

五
四
年　

六
月 
東
京
大
学
教
養
学
部
助
手

同　

五
五
年　

四
月 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
手

同　

六
〇
年　

四
月 

九
州
大
学
教
養
部
助
教
授

同　

六
二
年　

二
月 

社
会
学
博
士

平
成　

六
年　

三
月 

北
京
外
国
語
大
学
・
北
京
日
本
学
研
究
中
心
客
員
教
授
（
平
成
七
年
七
月
ま
で
）

同　
　

六
年　

七
月 

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授

同　

一
八
年
一
〇
月 

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

同　

二
九
年　

一
月 

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
研
究
所
教
授

同　

二
九
年　

四
月 

京
都
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

清し　

水み
ず　
　
　

展ひ
ろ
む



一
一

社
会
学
博
士
清
水　

展
氏
の
﹃
草
の
根
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
─
世
界
遺
産
棚
田
村
の
文
化

実
践
と
生
活
戦
略
﹄
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

本
書
︵﹃
草
の
根
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
─
世
界
遺
産
棚
田
村
の
文
化
実

践
と
生
活
戦
略
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
一
三
年
一
月
︶
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
北
部
山
地
の
イ
フ
ガ
オ
州
の
ハ
パ
オ
村
に
お
い
て
︑
一
九
九
〇
年
代
か
ら
進

め
ら
れ
て
き
た
植
林
運
動
と
社
会
開
発
に
関
し
て
諸
側
面
を
総
合
的
に
考
察
し

た
人
類
学
の
成
果
で
あ
る
︒
こ
の
二
〇
年
の
間
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
急
速

に
お
し
よ
せ
︑
村
人
た
ち
は
そ
の
波
に
対
峙
し
︑
便
乗
し
た
り
︑
積
極
的
に
利

用
し
な
が
ら
︑
生
活
を
守
り
︑
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
︒

　

全
体
と
し
て
︑
こ
の
よ
う
な
僻
地
の
村
に
お
い
て
〝
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
〟
と
い
わ
れ
る
も
の
が
︑
実
際
ど
の
よ
う
な
契
機
︑
方
向
性
を
も
っ
て
み
ら

れ
る
か
︑
外
か
ら
の
み
で
な
く
︑
内
か
ら
の
力
の
あ
な
ど
り
が
た
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
︒

　

清
水　

展
氏
の
考
察
の
中
心
は
︑
一
九
九
八
年
で
あ
る
が
︑
十
数
年
来
親
交

の
あ
っ
た
知
己
の
ハ
パ
オ
村
の
植
林
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ロ
ペ
ス
・
ナ
ウ

ヤ
ッ
ク
の
来
歴
と
仕
事
へ
の
熱
意
に
つ
い
て
︑
そ
れ
と
も
う
一
人
の
知
己
︑
映

像
作
家
キ
ッ
ド
ラ
ッ
ト
・
タ
ヒ
ミ
ッ
ク
が
ナ
ウ
ヤ
ッ
ク
を
主
人
公
と
し
た
詳
細

な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
記
録
な
ど
に
よ
っ
て
︑
過
去
二
〇
年
間
の
推
移
を
詳

細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ナ
ウ
ヤ
ッ
ク
は
ハ
パ
オ
村
の
出
身
︵
一
九
三
八
年

生
︶
で
︑
村
の
小
学
校
か
ら
隣
町
の
高
校
を
卒
業
後
︑
バ
ギ
オ
市
︵
ア
メ
リ
カ

植
民
と
と
も
に
二
〇
世
紀
初
頭
に
建
設
さ
れ
た
北
ル
ソ
ン
の
高
原
都
市
︶
に
出

て
︑
働
き
な
が
ら
夜
間
大
学
に
通
う
も
経
済
的
理
由
で
中
途
退
学
︒
し
か
し
人

望
が
あ
り
︑
バ
ギ
オ
の
先
住
民
が
集
中
し
て
住
ん
で
い
る
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
役
員

に
お
さ
れ
︑
後
に
そ
の
村
長
︑
区
長
を
つ
と
め
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
ナ
ウ
ヤ
ッ

ク
は
彼
ら
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
︑
植
林
の
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る
に
い

た
っ
て
︑
一
九
九
七
年
︑
そ
の
余
生
を
植
林
運
動
に
つ
く
す
こ
と
を
決
意
し
︑

出
身
地
の
ハ
パ
オ
村
に
居
を
移
し
︑
熱
心
な
植
林
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
︒
他
方
キ
ッ
ド
ラ
ッ
ト
は
バ
ギ
オ
の
裕
福
な
家
庭
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
︵
一
九
四
二
年
︶︑
エ
リ
ー
ト
の
子
弟
と
し
て
英
語
教
育
を
受
け
︑
ア

メ
リ
カ
の
大
学
に
も
留
学
︑
後
に
は
パ
リ
のO

EC
D

本
部
の
国
際
公
務
員
と

し
て
職
を
得
︑
順
風
満
帆
の
人
生
航
路
を
歩
ん
だ
が
︑
本
当
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

と
し
て
の
自
覚
に
め
ざ
め
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
ど
り
︑
き
わ
め
て
意
識
的
に
自

己
再
構
築
を
目
ざ
し
︑
ナ
ウ
ヤ
ッ
ク
に
導
か
れ
︑
イ
フ
ガ
オ
文
化
の
中
に
映
像

の
仕
事
を
と
お
し
て
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索

し
て
い
る
︒



一
一

　

こ
の
二
人
の
存
在
は
著
者
に
と
っ
て
︑
こ
の
研
究
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
て

お
り
︑
彼
ら
二
人
の
個
々
の
来
歴
な
ら
び
に
仕
事
の
内
容
︑
現
在
に
い
た
る
貢

献
は
︑
本
書
の
第
一
部
を
構
成
し
︑
全
体
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
頁
数
を
占
め
て

お
り
︑
さ
ら
に
後
述
の
諸
論
の
中
で
も
彼
ら
の
言
動
に
し
ば
し
ば
ふ
れ
ら
れ
て

い
る
︒

　

第
二
部
で
は
︑
先
行
す
る
多
く
の
イ
フ
ガ
オ
に
関
す
る
民
族
誌
の
紹
介
と
批

判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
著
者
に
よ
る
と
︵
一
八
九
頁
︶
イ
フ
ガ
オ
と
い
う
名

称
は
︑
も
と
も
と
北
部
ル
ソ
ン･
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
山
岳
地
帯
の
一
地
域
に
住
む

民
族
お
よ
び
そ
の
言
語
を
指
し
︑
一
九
六
六
年
に
ひ
と
つ
の
州
と
し
て
独
立

し
︑
現
在
に
い
た
る
︒
こ
の
イ
フ
ガ
オ
は
壮
麗
な
棚
田
群
を
有
す
る
こ
と
︑
伝

統
的
な
文
化
を
よ
く
維
持
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
︑
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ

植
民
地
時
代
に
入
っ
て
か
ら
︑
ア
メ
リ
カ
人
行
政
官
や
人
類
学
者
た
ち
を
魅
了

し
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
諸
先
住
民
た
ち
の
中
で
も
群
を
ぬ
い
て
多
く
の
調
査
研
究

が
さ
れ
て
き
た
︒

　

さ
ら
に
こ
の
第
二
部
に
お
い
て
は
︑
イ
フ
ガ
オ
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け

た
ス
ペ
イ
ン
︑
ア
メ
リ
カ
の
支
配
︑
こ
の
地
で
悲
惨
な
敗
戦
を
迎
え
た
日
本
軍
︑

さ
ら
に
マ
ル
コ
ス
時
代
を
と
お
し
て
今
日
に
い
た
る
歴
史
的
推
移
の
紹
介
が
な

さ
れ
て
い
る
︒

　

第
三
部
は
︑
村
人
た
ち
の
経
済
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
伝
統
的

な
棚
田
農
業
と
現
金
収
入
源
と
し
て
の
木
彫
り
工
芸
︑
そ
し
て
海
外
出
稼
ぎ
と

伝
統
の
復
活
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒
と
く
に
海
外
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
は
詳
し

く
︑
そ
れ
は
村
の
総
人
口
の
約
一
割
で
あ
り
︑
海
外
就
労
者
一
四
九
名
の
行
き

先
は
二
七
个
国
に
も
及
ぶ
と
い
う
︒
就
労
に
関
す
る
経
緯
に
つ
い
て
著
者
自
身

直
接
聞
き
取
り
も
し
た
一
六
件
に
つ
い
て
個
々
の
具
体
例
を
報
告
し
て
い
る
︒

な
か
に
は
高
学
歴
の
者
︑
裕
福
な
︑
ま
た
有
力
者
の
家
族
の
者
な
ど
も
い
る
︒

一
九
九
〇
年
代
か
ら
海
外
出
稼
ぎ
が
顕
著
に
な
る
一
方
で
︑
伝
統
文
化
の
関
心

と
イ
フ
ガ
オ
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
︑
そ
の
ひ
と
つ
の
表

れ
が
現
代
版
の
ト
ゥ
ゴ
︵
伝
統
祭
礼
︶
を
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
︒

　

第
四
部
で
は
人
類
学
者
と
し
て
︑
ま
き
こ
ま
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
協
力

︵JIC
A

へ
の
援
助
費
の
申
請
な
ど
︶
を
は
じ
め
︑
国
際
協
力
の
実
情
に
関
す
る

諸
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
︒

　

人
類
学
者
の
研
究
対
象
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
︑
著
者
の
場

合
︑
既
に
充
分
な
経
験
を
し
て
い
る
︒
一
九
七
〇
年
後
半
︑
は
じ
め
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
ル
ソ
ン
島
西
部
の
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
山
一
帯
が
︑
一
九
九
一
年

六
月
に
生
じ
た
二
〇
世
紀
最
大
の
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
激
甚
災
害
を
受
け
た

際
︑
先
住
民
ア
エ
タ
の
人
々
の
生
活
再
建
に
協
力
し
た
こ
と
で
あ
る
︵
本
書
三

六
九
頁 ﹁
私
自
身
の
関
与
︱
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
か
ら
イ
フ
ガ
オ
へ
﹂
を
参
照
︶︒
ま

た
著
者
の
﹃
噴
火
の
こ
だ
ま
︱
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ア
エ
タ
の
被
災
と
新
生
を
め
ぐ

る
文
化
・
開
発
・N

G
O

﹄︵
九
州
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
三
年
︶
は
そ
の
再
建

を
め
ぐ
る
民
族
誌
で
あ
る
︒



一
二

　

本
書
全
体
に
わ
た
っ
て
︑
充
分
過
ぎ
る
程
の
詳
細
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
そ
の

解
釈
の
妥
当
性
は
︑
本
書
が
今
日
の
社
会
人
類
学
研
究
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
を

示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
︒
こ
の
よ
う
な
成
果
を
え
ら
れ
た
の

は
︑
一
九
七
〇
年
代
以
来
︑
著
者
が
ず
っ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
か
か
わ
っ
て
き
た

長
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ら
び
に
︑
そ
れ
ら
を
含
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の

理
解
の
深
さ
︑
広
さ
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
︒
そ
の
た
め
本
書
に
お
い
て
は
︑

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
隣
接
地
域
な
ら
び
に
全
体
社
会
と
の
位
置
づ
け
も
よ
く

わ
か
る
点
︑
さ
ら
に
被
調
査
対
象
と
研
究
者
が
人
間
と
し
て
等
身
大
の
関
係
に

た
っ
て
︑
第
一
部
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
︑
個
人
の
生
き
ざ
ま
を
深
く
考
察
し
て

い
る
点
な
ど
︑
今
ま
で
の
個
別
研
究
に
な
い
深
さ
と
広
さ
を
も
た
ら
し
て
い

る
︒
本
書
は
イ
フ
ガ
オ
研
究
で
あ
り
な
が
ら
︑
把
握
す
る
こ
と
の
容
易
で
な
い

多
言
語
集
団
か
ら
な
り
︑
外
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
複
雑
な
歴
史
を

も
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
と
い
う
も
の
の
一
端
を
推
測
で
き
る
好
著
で
あ
る
と
も

い
え
よ
う
︒

主
要
業
績

著
書

Pinatubo Aytas: C
ontinuity and C

hange, Q
uezon C

ity: A
teneo de M

anila U
niversity 

Press, 1989.

﹃
出
来
事
の
民
族
誌
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
リ
ー
ト
社
会
の
変
化
と
持
続
﹄
九
州
大
学
出

版
会
︑
一
九
九
〇
年
二
月
︒

﹃
文
化
の
な
か
の
政
治
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
﹁
二
月
革
命
﹂
の
物
語
﹄
弘
文
堂
︑
一
九
九
一
年

五
月
︒

The O
rphans of Pinatubo: Ayta Struggle for Existance, M

anila: Solidaridad 
Publishing H

ouse, 2001.

﹃
噴
火
の
こ
だ
ま
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ･

ア
エ
タ
の
被
災
と
新
生
を
め
ぐ
る
文
化･

開
発

･
N

G
O

﹄
九
州
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
三
年
三
月
︒

﹃
草
の
根
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
─
世
界
遺
産
棚
田
村
の
文
化
実
践
と
生
活
戦
略
﹄
京

都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
一
三
年
一
月
︒

論
文
（
抄
）

﹁M
t. Pinatubo 

南
西
麓
ネ
グ
リ
ー
ト
社
会
に
お
け
る
結
婚
と
婚
資
─
集
団
構
成
の
変
容

を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
民
族
学
研
究
﹄
四
六
巻
一
号
︑
一
九
八
一
年
六
月
︑
三
五－

五
四
頁
︒

﹁M
t. Pinatubo 

ネ
グ
リ
ー
ト
の
経
済
生
活
─
定
着
犁
耕
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
と

そ
の
影
響
を
中
心
と
し
て
﹂﹃
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
八
七
冊
︑
一
九
八
一
年
一

一
月
︑
一
四
五－

一
九
六
頁
︒

﹁
変
容
す
る
ネ
グ
リ
ー
ト
社
会
の
苦
悩
─
あ
る
若
者
の
ア
モ
ッ
ク
事
件
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
東

洋
文
化
﹄
六
三
号
︑
一
九
八
三
年
三
月
︑
二
七－

六
一
頁
︒

﹁
精
霊
と
の
交
流
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ネ
グ
リ
ー
ト
の
治
病
セ
ア
ン
ス
﹂
江
淵
一
公
︑
伊
藤

亜
人
︵
編
︶﹃
儀
礼
と
象
徴
﹄
九
州
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
三
年
五
月
︑
三
二
五－

三
五
六
頁
︒

“Filipino C
hildren in Fam

ily and Society” N
oboru K

obayashi &
 T.B

. B
razelton 

(eds.) The G
row

ing C
hild in Fam

ily and Society, U
niversity of Tokyo Press, 

1984, pp.95‒112.

﹁
採
集
狩
猟
民
社
会
の
変
貌
─
歴
史
の
な
か
の
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ネ
グ
リ
ー
ト
﹂
大
林
太
良

︵
編
︶﹃
民
族
の
世
界
史 

₆　

東
南
ア
ジ
ア
﹄
山
川
出
版
社
︑
一
九
八
四
年
五
月
︑
四

三
七－

四
六
一
頁
︒

﹁
剥
奪
と
慰
撫
─bandi

︵
婚
資
︶
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
九

六
冊
︑
一
九
八
四
年
一
一
月
︑
一
二
九－

二
六
七
頁
︒



一
一

﹃
変
化
と
持
続
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ア
エ
タ
社
会
に
お
け
る
出
来
事
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
﹄

博
士
論
文
︵
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
︶
一
九
八
七
年
二
月
︒

﹁
双
系
社
会
と
婚
資
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
焼
畑
民
の
事
例
か
ら
﹂
伊
藤
亜
人
︑
関
本
照
夫
︑
船

曳
健
夫
︵
編
︶﹃
現
代
の
社
会
人
類
学　

第
二
巻　

儀
礼
と
交
換
の
行
為
﹄
東
京
大

学
出
版
会
︑
一
九
八
七
年
一
〇
月
︑
三
一－

五
四
頁
︒

﹁
マ
ニ
ラ
近
郊
町
に
お
け
る
聖
週
間
儀
礼
─
キ
リ
ス
ト
受
難
の
追
体
験
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
東

洋
文
化
﹄
六
九
号
︑
一
九
八
九
年
三
月
︑
二
三
九－

二
八
〇
頁
︒

﹁
聖
コ
リ
ー
を
待
つ
時
間
─
ア
キ
ノ
政
権
誕
生
の
底
流
﹂
阿
部
年
晴
︑
伊
藤
亜
人
︑
萩
原

真
子
︵
編
︶﹃
民
族
文
化
の
世
界
・
下
─
社
会
の
統
合
と
動
態
﹄
小
学
館
︑
一
九
九

〇
年
四
月
︑
四
一
六－

四
四
〇
頁
︒

﹁
農
地
改
革
下
に
お
け
る
農
村
開
発
政
策
の
方
向
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
よ
り
﹂﹃
九
大
農

学
芸
誌
﹄
第
四
五
巻 

第
三－

四
号
︑
一
九
九
一
年
七
月
︑
一
五
三－

一
六
九
頁
︒︵
福

井
清
一
︑ 

原
洋
之
助
と
の
共
著
︶

﹁
植
民
都
市
マ
ニ
ラ
の
形
成
と
発
展
─
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
︵
城
壁
都
市
︶
の
建
設
を
中
心

に
﹂﹃
東
洋
文
化
﹄
七
二
号
︑
一
九
九
二
年
三
月
︑
六
一－

九
三
頁
︒

﹁
再
臨
す
る
宗
教
・
再
生
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
﹃
二
月
革
命
﹄
と
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
﹂
田
辺
繁
治
︵
編
︶﹃
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
─
宗
教
経
験
の
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
一
九
九
五
年
五
月
︑
四
〇
三－

四
一
一
頁
︒

﹁
存
亡
の
危
機
か
ら
民
族
の
新
生
へ
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ア
エ
タ
の
生
存
戦
略
﹂﹃
民
族
学
研

究
﹄
六
一
巻
二
号
︑
一
九
九
七
年
一
月
︑
二
七
七－

二
九
四
頁
︒

﹁N
G

O

と
異
文
化
共
生
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ア
エ
タ
開
発
援
助
の
事
例
か
ら
﹂
梶
原
景
昭

︵
編
︶﹃
講
座
・
文
化
人
類
学
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
七
年
三
月
︑
二
一
九－
二
四
六

頁
︒

﹁
開
発
の
受
容
と
文
化
の
変
化
─
現
代
を
生
き
る
先
住
民
の
居
場
所
﹂
川
田
順
造
他
︵
編
︶

﹃
講
座
・
開
発
と
文
化
₁
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
七
年
一
〇
月
︑
一
五
三－

一
七
六
頁
︒

﹁
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
超
え
て
─
未
来
へ
の
投
企
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン･

ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
﹂
西
川
長
夫
他
︵
編
︶﹃
ア
ジ
ア
の
多
文
化
社
会
と
国
民
国
家
﹄
人
文
書
院
︑

一
九
九
八
年
九
月
︑
一
四
八－

一
七
一
頁
︒

﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
田
舎
が
進
め
る
地
域
お
こ
し
─
北
部
ル
ソ
ン
山
村
と
丹
波
山
南

町
を
つ
な
ぐ
草
の
根
交
流
︑
植
林
︑
開
発
の
取
り
組
み
﹂
加
藤
剛
︵
編
︶﹃
国
境
を

越
え
た
村
お
こ
し
─
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
実
践
﹄
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
︑
二
〇
〇

七
年
九
月
︑
一
八
三－

二
一
三
頁
︒

﹁
自
然
災
害
と
社
会
の
リ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー︵
柔
軟
対
応
力
︶
─
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
山
大
噴
火
︵
一

九
九
一
︶
の
事
例
か
ら
﹁
創
造
的
復
興
﹂
を
考
え
る
﹂
佐
藤
孝
宏
他
︵
編
︶﹃
生
存

基
盤
指
数
─
人
間
開
発
指
数
を
超
え
て
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
一
二
年
三

月
︑
一
六
三－

一
九
二
頁
︒

﹁
応
答
す
る
人
類
学
﹂
山
下
晋
司
︵
編
︶﹃
公
共
人
類
学
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
四
年
七
月
︑

一
九－

三
六
頁
︒

﹁
創
造
的
復
興
と
ア
ジ
ア
市
民
社
会
の
形
成
─
フ
ィ
リ
ピ
ン･

ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
山
噴
火
で
被

災
し
た
ア
エ
タ
支
援
の
経
験
か
ら
﹂﹃
地
域
研
究
﹄
一
五
巻
一
号
︑
二
〇
一
五
年
四

月
︑
一
〇
四－

一
二
〇
頁
︒

﹁
巻
き
込
ま
れ
︑
応
答
し
て
ゆ
く
人
類
学
─
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
民
族
誌
へ
︑
そ
し

て
そ
の
先
の
長
い
道
の
歩
き
方
﹂︵
第
一
一
回
日
本
文
化
人
類
学
会
賞
受
賞
記
念
論

文
︶﹃
文
化
人
類
学
﹄
八
一
巻
三
号
︑
二
〇
一
六
年
一
二
月
︑
三
九
一－

四
一
二
頁
︒
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